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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

当第３四半期連結累計期間におけるわが国経済は、政府による経済政策の効果もあり、一部には企業収益や雇

用・所得環境等に堅調さがみられるものの、消費税率引き上げに伴い落ち込んだ個人消費の回復は力強さに欠け

る状況となりました。

当水産流通業界におきましては、国際競争の激化等で仕入価格が上昇したこと等により取扱数量が低調に推移

しました。また、運送・保管コストも増加傾向にあり、依然として厳しい経営環境が続いております。

このような状況のもと、当社グループの当第３四半期連結累計期間の業績は、売上高は1,021億85百万円（前

年同期比0.2％増）となり、利益面では営業利益３億72百万円（前年同期比69.5％増）、経常利益４億45百万円

（前年同期比44.0％増）、四半期純利益３億71百万円（前年同期比91.5％増）となりました。

セグメントの業績は次のとおりであります。

水産物販売事業は、売上高が1,020億44百万円（前年同期比0.2％増）とほぼ前年同期並みとなりましたが、一

部の魚種で円安等による仕入価格上昇があったものの、適時適切な集荷・仕入や効率的な在庫管理等の原価管理

に努めた結果、営業利益は４億81百万円（前年同期比56.5％増）となりました。

冷蔵倉庫等事業は、入庫量の減少等により売上高は１億91百万円（前年同期比5.1％減）となり、経費削減に

努めたものの、営業利益は５百万円（前年同期比39.3％減）となりました。

 

（２）財政状態に関する説明

（資産）

当第３四半期連結会計期間末の資産合計は前連結会計年度末に比べて80億６百万円増加し、271億７百万円と

なりました。これは受取手形及び売掛金が68億39百万円、商品及び製品が10億54百万円増加したこと等によるも

のであります。

（負債）

当第３四半期連結会計期間末の負債合計は前連結会計年度末に比べて73億60百万円増加し、220億36百万円と

なりました。これは支払手形及び買掛金が57億70百万円、短期借入金が15億４百万円増加したこと等によるもの

であります。

（純資産）

当第３四半期連結会計期間末の純資産合計は前連結会計年度末に比べて６億46百万円増加し、50億70百万円と

なりました。これは四半期純利益を３億71百万円計上するとともに、その他有価証券評価差額金が１億83百万円

増加したこと等によるものであります。

 

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

平成27年３月期通期の連結業績見通しにつきましては、平成26年５月15日付の「平成26年３月期 決算短信」

にて公表いたしました業績予想を据え置いております。通期業績予想を見直す必要が生じた場合には速やかに開

示いたします。
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２．サマリー情報（注記事項）に関する事項

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動

該当事項はありません。

 

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用

該当事項はありません。

 

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

会計方針の変更

（退職給付に関する会計基準等の適用） 

「退職給付に関する会計基準」（企業会計基準第26号 平成24年５月17日。以下「退職給付会計基準」とい

う。）及び「退職給付に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第25号 平成24年５月17日。以下

「退職給付適用指針」という。）を、退職給付会計基準第35項本文及び退職給付適用指針第67項本文に掲げられ

た定めについて第１四半期連結会計期間より適用し、退職給付債務及び勤務費用の計算方法を見直し、退職給付

見込額の期間帰属方法を期間定額基準から給付算定式基準へ変更、割引率の決定方法を平均残存勤務期間に近似

した年数に基づく割引率とする方法から、退職給付の支払見込期間及び支払見込期間ごとの金額を反映した単一

の加重平均割引率を使用する方法へ変更しております。

退職給付会計基準等の適用については、退職給付会計基準第37項に定める経過的な取扱いに従って、当第３四

半期連結累計期間の期首において、退職給付債務及び勤務費用の計算方法の変更に伴う影響額を利益剰余金に加

減しております。

この結果、当第３四半期連結累計期間の期首の退職給付に係る負債が141百万円減少し、利益剰余金が141百万

円増加しております。また、当第３四半期連結累計期間の営業利益、経常利益及び税金等調整前四半期純利益へ

の影響は軽微であります。
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３．四半期連結財務諸表

（１）四半期連結貸借対照表

    （単位：百万円） 

 
前連結会計年度 

(平成26年３月31日) 
当第３四半期連結会計期間 

(平成26年12月31日) 

資産の部    

流動資産    

現金及び預金 1,778 2,142 

受取手形及び売掛金 9,226 16,066 

商品及び製品 1,621 2,675 

繰延税金資産 64 34 

その他 300 264 

貸倒引当金 △54 △103 

流動資産合計 12,936 21,079 

固定資産    

有形固定資産    

建物及び構築物（純額） 687 543 

土地 2,410 2,268 

その他（純額） 183 163 

有形固定資産合計 3,281 2,975 

無形固定資産 754 651 

投資その他の資産    

投資有価証券 1,968 2,249 

長期貸付金 290 287 

破産更生債権等 714 655 

固定化営業債権 874 867 

繰延税金資産 31 31 

その他 102 93 

貸倒引当金 △1,853 △1,785 

投資その他の資産合計 2,128 2,399 

固定資産合計 6,164 6,027 

資産合計 19,100 27,107 
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    （単位：百万円） 

 
前連結会計年度 

(平成26年３月31日) 
当第３四半期連結会計期間 

(平成26年12月31日) 

負債の部    

流動負債    

支払手形及び買掛金 6,285 12,055 

短期借入金 3,693 5,198 

1年内返済予定の長期借入金 166 166 

未払金 438 665 

未払法人税等 46 43 

賞与引当金 145 42 

その他 241 370 

流動負債合計 11,016 18,541 

固定負債    

長期借入金 334 251 

退職給付に係る負債 2,258 2,058 

役員退職慰労引当金 156 177 

再評価に係る繰延税金負債 303 303 

繰延税金負債 211 315 

その他 396 389 

固定負債合計 3,659 3,495 

負債合計 14,676 22,036 

純資産の部    

株主資本    

資本金 2,352 2,352 

資本剰余金 497 497 

利益剰余金 833 1,303 

自己株式 △18 △19 

株主資本合計 3,664 4,134 

その他の包括利益累計額    

その他有価証券評価差額金 476 659 

土地再評価差額金 195 196 

退職給付に係る調整累計額 87 80 

その他の包括利益累計額合計 759 936 

純資産合計 4,423 5,070 

負債純資産合計 19,100 27,107 
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

（四半期連結損益計算書）

（第３四半期連結累計期間）

    （単位：百万円） 

 
前第３四半期連結累計期間 
(自 平成25年４月１日 

 至 平成25年12月31日) 

当第３四半期連結累計期間 
(自 平成26年４月１日 
 至 平成26年12月31日) 

売上高 102,011 102,185 

売上原価 97,017 97,007 

売上総利益 4,993 5,178 

販売費及び一般管理費 4,773 4,805 

営業利益 219 372 

営業外収益    

受取利息 1 0 

受取配当金 42 45 

受取賃貸料 100 101 

天然ガス売却額 56 53 

その他 40 24 

営業外収益合計 241 226 

営業外費用    

支払利息 35 36 

賃貸費用 53 55 

天然ガス売却原価 56 54 

その他 6 6 

営業外費用合計 152 153 

経常利益 309 445 

特別利益    

投資有価証券売却益 46 0 

固定資産売却益 - 47 

特別利益合計 46 48 

特別損失    

投資有価証券評価損 0 1 

投資有価証券売却損 1 0 

固定資産除却損 14 13 

特別損失合計 17 15 

税金等調整前四半期純利益 339 477 

法人税、住民税及び事業税 57 69 

法人税等調整額 87 37 

法人税等合計 145 106 

少数株主損益調整前四半期純利益 193 371 

少数株主利益 － - 

四半期純利益 193 371 
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（四半期連結包括利益計算書）

（第３四半期連結累計期間）

    （単位：百万円） 

 
前第３四半期連結累計期間 
(自 平成25年４月１日 

 至 平成25年12月31日) 

当第３四半期連結累計期間 
(自 平成26年４月１日 
 至 平成26年12月31日) 

少数株主損益調整前四半期純利益 193 371 

その他の包括利益    

その他有価証券評価差額金 163 183 

退職給付に係る調整額 － △7 

その他の包括利益合計 163 175 

四半期包括利益 357 547 

（内訳）    

親会社株主に係る四半期包括利益 357 547 

少数株主に係る四半期包括利益 － － 
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（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

該当事項はありません。

 

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

Ⅰ 前第３四半期連結累計期間（自 平成25年４月１日 至 平成25年12月31日）

当社は平成25年５月15日開催の取締役会において、会社法第459条第１項の規定に基づく定款の定めによ

り、下記のとおり資本準備金及び利益準備金の額の減少並びに剰余金の処分について決議しました。

１．資本準備金及び利益準備金の額の減少並びに剰余金の処分の目的

繰越利益剰余金の欠損を填補し、今後の資本政策の柔軟性と機動性を確保することを目的として、資本準

備金並びに利益準備金の額を減少し、剰余金の処分を行いました。

２．資本準備金及び利益準備金の額の減少の要領

会社法第448条第１項の規定に基づき、資本準備金の一部及び利益準備金の全額を減少させ、それぞれそ

の他資本剰余金及び繰越利益剰余金に振り替えました。

（１）減少する準備金の項目及び額

資本準備金2,012,649,694円のうち1,515,233,882円

利益準備金 340,000,000円のうち 340,000,000円（全額）

（２）増加する剰余金の項目及び額

その他資本剰余金  1,515,233,882円

繰越利益剰余金    340,000,000円

（３）効力発生日

平成25年５月15日

３．剰余金の処分の要領

上記振り替えの後、会社法第452条の規定に基づき、その他資本剰余金及び別途積立金の全額を減少さ

せ、繰越利益剰余金に振り替えることにより、同額の欠損填補に充当しました。

（１）減少する剰余金の項目及び額

その他資本剰余金  1,515,233,882円

別途積立金     5,685,290,458円

（２）増加する剰余金の項目及び額

繰越利益剰余金   7,200,524,340円

（３）効力発生日

平成25年５月15日

 

Ⅱ 当第３四半期連結累計期間（自 平成26年４月１日 至 平成26年12月31日）

該当事項はありません。
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（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ 前第３四半期連結累計期間（自 平成25年４月１日 至 平成25年12月31日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

        （単位：百万円） 

  報告セグメント 
調整額 
（注）1 

四半期連結 
損益計算書 
計上額 

（注）２ 
 

水産物 
販売事業 

冷蔵倉庫 
等事業 

計 

売上高          

外部顧客への売上高 101,874 136 102,011 － 102,011 

セグメント間の内部売上
高又は振替高 

－ 65 65 △65 － 

計 101,874 201 102,076 △65 102,011 

セグメント利益 307 9 317 △97 219 

（注）１．セグメント利益の調整額△97百万円は各報告セグメントに配分していない全社費用であります。全

社費用は報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。

２．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

 

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

該当事項はありません。

 

Ⅱ 当第３四半期連結累計期間（自 平成26年４月１日 至 平成26年12月31日） 

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

        （単位：百万円） 

  報告セグメント 
調整額 
（注）1 

四半期連結 
損益計算書 
計上額 

（注）２ 
 

水産物 
販売事業 

冷蔵倉庫 
等事業 

計 

売上高          

外部顧客への売上高 102,044 140 102,185 - 102,185 

セグメント間の内部売上
高又は振替高 

- 50 50 △50 - 

計 102,044 191 102,236 △50 102,185 

セグメント利益 481 5 487 △114 372 

（注）１．セグメント利益の調整額△114百万円のうち、△106百万円は各報告セグメントに配分していない全

社費用であり、△８百万円はセグメント間取引消去であります。全社費用は報告セグメントに帰属

しない一般管理費であります。

２．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

 

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

該当事項はありません。
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